
無
責
任
で
杜
撰
な

ず

さ

ん

規
制
委
の
審
査

関
電
が
、
高
浜
一
、
二
号

機
の
新
規
制
基
準
適
合
審
査

を
申
請
し
た
の
は
二
〇
一
五

年
三
月
で
、
二
〇
一
六
年
四

月
に
設
置
許
可
、
六
月
一
〇

日
に
工
事
計
画
認
可
、
六
月

月
二
〇
日
に
運
転
延
長
認
可

と
、
規
制
委
は
他
の
原
発
の

審
査
に
比
べ
て
、
異
例
の
短

期
間
で
審
査
を
終
え
ま
し
た
。

審
査
会
合
も
二
七
回
と
川
内
、

高
浜
（
三
、
四
号
機
）
、
伊

方
原
発
審
査
時
の
約
半
分
。

し
か
も
、
先
に
申
請
し
、
終

盤
を
迎
え
て
い
た
他
原
発
の

審
査
を
止
め
て
の
拙
速
審
査

で
し
た
。
規
制
委
か
ら
の
認

可
取
得
期
限
が
二
〇
一
六
年

七
月
七
日
に
設
定
さ
れ
て
い

た
た
め
に
、
規
制
委
が
審
査

を
早
め
て
、
こ
の
期
限
に
間

に
合
わ
せ
た
の
で
す
。
間
に

合
わ
な
い
な
ら
不
合
格
に
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

審
査
を
手
抜
き

①

ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
目
視
可
能
な
鉄
筋

な
ど
、
簡
単
に
点
検
や
補
修

で
き
る
箇
所
に
つ
い
て
は
審

査
し
て
も
、
点
検
が
困
難
な

冷
却
細
管
、
点
検
・
交
換
が

不
可
能
な
圧
力
容
器
に
つ
い

て
は
、
十
分
審
査
し
て
い
る

と
言
え
ま
せ
ん
。

②

蒸
気
発
生
器
の
耐
震
性

は
美
浜
三
号
機
の
実
証
デ
ー

タ
で
代
用
し
、
通
常
な
ら
審

査
段
階
で
行
う
耐
震
安
全
性

の
詳
細
評
価
を
審
査
後
で
可

と
し
、
実
証
試
験
を
使
用
前

検
査
時
に
先
延
ば
し
に
し
ま

し
た
。

③

二
〇
年
延
長
評
価
は
初

め
て
な
の
に
、
広
く
意
見
を

求
め
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
調
査

や
改
修
の
困
難
な
部
分
に
つ

い
て
手
抜
き
す
る
審
査
は
、

「
科
学
的
」
に
安
全
を
保
証

す
る
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

延
長
運
転
を
先
導
―

高
浜
一
・
二
、
美
浜
三
号
機

原
発
の
安
全
対
策
費
は
、

高
騰
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
電
力
会
社
は
安
全

対
策
費
が
特
に
か
さ
む
老
朽

原
発
を
廃
炉
に
せ
ざ
る
を
得

ず
、
福
島
第
一
、
二
を
含
め

れ
ば
、
廃
炉
は
二
〇
基
に
な

り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
関
電
は
、
来

年
以
降
、
老
朽
高
浜
原
発
一

号
機
（
四
四
年
超
え
）
、
二

号
機
（
四
三
年
超
え
）
、
美

浜
原
発
三
号
機
（
来
年
で
四

二
年
超
え
）
を
再
稼
働
さ
せ
、

全
国
の
老
朽
原
発
再
稼
働
の

さ
き
が
け
に
な
ろ
う
と
し
て
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四
〇
年
超
え
の
原
発
、
動
か
す
な
！



い
ま
す
。
安
倍
政
権
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
迎
合
す
る
も

の
で
す
。

老
朽
原
発
が
危
険
な
理
由

①
脆
性
温
度
…
現
在
高
浜
一

号
機
の
原
子
炉
の
脆
性
温
度

ぜ
い

（
金
属
が
も
ろ
く
な
る
温
度
）

は
九
九
度
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
廃
炉
が
決
ま
っ
た
玄
海

原
発
よ
り
一
度
高
い
の
で
す
。

脆
性
温
度
は
運
転
年
数
が
長

ぜ
いく

な
る
ほ
ど
上
が
り
ま
す
。

高
浜
一
号
機
の
場
合
、
事
故

な
ど
に
よ
り
急
冷
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

九
九
度
で
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に

壊
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

②
金
属
の
腐
食
…
金
属
が
接

触
し
て
い
る
他
種
の
金
属
や

液
体
、
気
体
と
化
学
反
応
し

て
お
こ
り
ま
す
。

一
九
八
六
年
十
二
月
、
米

国
の
サ
リ
ー
原
発
二
号
機
の

二
次
冷
却
系
配
管
で
ギ
ロ
チ

ン
破
断
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
破
断
し
た
配
管
の
材
質

は
、
板
厚
十
二
・
七

㎜
の
炭

素
鋼
で
、
破
断
の
原
因
は
腐

食
に
よ
る
配
管
の
減
肉
で
す
。

こ
の
事
故
に
よ
り
四
人
が
死

亡
し
、
二
人
が
負
傷
し
ま
し

た
。二

〇
〇
四
年
八
月
に
、
美

浜
原
発
三
号
機
（
一
九
七
六

年
運
転
開
始
）
の
二
次
冷
却

系
の
復
水
系
配
管
が
突
然
破

裂
し
、
高
温
高
圧
の
二
次
系

冷
却
水
が
大
量
に
漏
れ
出
し
、

高
温
の
蒸
気
と
な
っ
て
周
囲

に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

腐
食
に
よ
る
配
管
の
減
肉
が

原
因
で
す
。

こ
の
配
管
は
、
元
は
直
径

五
五
㎝
、
肉
厚
一
〇
㎜
の
炭

素
鋼
で
し
た
が
、
運
転
開
始

か
ら
二
八
年
後
の
事
故
当
時

に
は
、
肉
厚
一
・
四

㎜
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
内
部
規
則
で

は
肉
厚
四
・
七
㎜
ま
で
減
肉

す
る
前
に
予
防
措
置
を
と
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

関
西
電
力
と
検
査
会
社
の
見

落
し
で
、
点
検
台
帳
に
登
録

さ
れ
ず
、
こ
の
個
所
は
稼
動

以
来
一
度
も
点
検
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
関
電
の
危

機
管
理
能
力
が
疑
わ
れ
ま
す
。

こ
の
事
故
で
五
人
が
亡
く

な
り
、
六
人
が
重
軽
傷
を
負

い
ま
し
た
。
国
内
初
の
運
転

中
の
原
発
で
の
死
亡
事
故
で

す
。こ

の
よ
う
に
老
朽
原
発
を

動
か
す
の
は
と
て
も
危
険
で

す
。
ま
と
も
な
経
営
者
な
ら

安
全
対
策
費
が
膨
大
で
、
経

済
的
に
も
成
り
立
た
な
い
老

朽
原
発
の
運
転
は
あ
き
ら
め

る
は
ず
で
す
が
、
関
電
は
そ

う
し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
力
で
老
朽
原
発

の
運
転
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う

（
「
若
狭
の
原
発
を
考
え
る

会
」
の
チ
ラ
シ
参
照
）
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

長
澤
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